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一 

 



 

一
に
つ
い
て 

二
の
１
に
つ
い
て 

「
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
を
踏
ま
え
た
原
子
力
施
設
耐
震
安
全
検
討
会
」
（
以
下
「
検
討
会
」
と
い
う
。
）
は
、
原

子
力
施
設
の
安
全
性
の
確
認
に
万
全
を
期
す
と
の
観
点
か
ら
、
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
（
以
下
「
兵
庫
県
南
部
地
震
」

と
い
う
。
）
の
状
況
を
踏
ま
え
、
安
全
審
査
に
用
い
ら
れ
る
耐
震
設
計
に
関
す
る
関
連
指
針
類
の
妥
当
性
に
つ
い
て
確
認
を

行
う
等
の
所
要
の
検
討
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
、
検
討
会
で
は
、
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
耐
震
設
計
審
査
指

針
」
（
昭
和
五
十
六
年
七
月
二
十
日
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
。
以
下
「
耐
震
設
計
審
査
指
針
」
と
い
う
。
）
の
妥
当
性
等

に
つ
い
て
、
同
指
針
に
お
け
る
地
震
動
の
評
価
方
法
の
妥
当
性
も
含
め
、
検
討
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
原
子

炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
原
子
炉
の
設
置
許
可
申
請
に
際
し
て
敷
地
の
解
放
基
盤
表
面
に
お
け
る
最
大
速
度
振

幅
を
算
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
大
崎
の
方
法
（
昭
和
五
十
四
年
に
大
崎
順
彦
氏
が
発
表
し
た
基
準
地
震
動
評
価
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
評
価
方
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
同
方
法
は
地
震
動
の
実 

衆
議
院
議
員
秋
葉
忠
利
君
提
出
原
子
力
発
電
所
の
地
震
・
地
盤
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

解
放
基
盤
表
面
の
設
定
は
、
地
表
踏
査
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
ト
レ
ン
チ
調
査
、
岩
石
・
岩
盤
物
性
試
験
等
十
分
な
調
査

に
基
づ
き
敷
地
内
の
地
盤
状
況
を
把
握
し
た
上
で
行
う
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
神
戸
大
学
の
敷
地
の
地
盤
状
況
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
一
孔
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
し
か
得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
神
戸
大
学
の
敷
地
の
地
下
何
メ
ー
ト
ル
で
解
放

基
盤
表
面
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
神
戸
大
学
の
敷
地
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
解
放
基
盤
表
面

か
ら
地
震
計
の
設
置
位
置
ま
で
の
間
に
お
け
る
最
大
速
度
振
幅
の
増
幅
率
は
、
前
述
の
と
お
り
神
戸
大
学
の
敷
地
の
地
下
何 

測
結
果
に
基
づ
い
た
経
験
式
で
あ
り
、
検
討
会
は
、
兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
る
地
震
動
の
観
測
値
の
み
を
も
っ
て
同
方
法
の

妥
当
性
を
評
価
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
こ
と
、
兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
る
最
大
速
度
振
幅
の
う
ち
解
放
基
盤
表
面
に
お

け
る
観
測
値
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
も
の
が
な
い
こ
と
等
か
ら
、
御
指
摘
の
評
価
を
行
わ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

前
述
の
と
お
り
兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
る
最
大
速
度
振
幅
の
う
ち
解
放
基
盤
表
面
に
お
け
る
観
測
値
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た

も
の
が
な
い
こ
と
か
ら
、
大
崎
の
方
法
に
今
回
の
地
震
条
件
を
入
力
し
た
場
合
に
観
測
値
と
合
致
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
の
地
震
に
よ
る
神
戸
大
学
の
敷
地
に
想
定
さ
れ
る
解
放
基
盤
表
面
に
お
け
る
最
大
速
度
振
幅

は
、
大
崎
の
方
法
に
従
っ
て
算
定
す
る
と
、
約
十
八
・
四
カ
イ
ン
と
な
る
。 

四 

 



 

二
の
２
に
つ
い
て 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
の
地
震
に
よ
る
株
式
会
社
松
村
組
技
術
研
究
所
の
敷
地
に
想
定
さ
れ
る
解
放
基
盤
表
面
に
お
け

る
最
大
速
度
振
幅
は
大
崎
の
方
法
に
従
っ
て
算
定
す
る
と
約
十
三
・
八
カ
イ
ン
と
な
る
が
、
当
該
算
定
値
と
同
研
究
所
に
お

い
て
得
ら
れ
て
い
る
観
測
値
と
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
該
観
測
値
は
加
速
度
の
記
録
で
あ
る
た
め
、
適
当

で
は
な
い
。 

「
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
を
踏
ま
え
た
原
子
力
施
設
耐
震
安
全
検
討
会
報
告
書
」
（
以
下
「
検
討
会
報
告
書
」
と
い

う
。
）
四
十
三
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
地
震
に
よ
る
神
戸
大
学
の
敷
地
に
想
定
さ
れ
る
解
放
基
盤
表
面
に
お
け
る
最
大
速
度
振

幅
は
、
大
崎
の
方
法
に
従
っ
て
算
定
す
る
と
、
Ｅ
１
に
つ
い
て
は
約
十
三
・
四
カ
イ
ン
、
Ｅ
２
に
つ
い
て
は
約
四
・
八
カ
イ

ン
、
Ｆ
１
に
つ
い
て
は
約
二
十
七
カ
イ
ン
、
Ｆ
２
に
つ
い
て
は
約
二
十
・
一
カ
イ
ン
、
Ｔ
１
に
つ
い
て
は
約
二
十
七
・
五
カ

イ
ン
、
Ｔ
２
に
つ
い
て
は
約
五
・
五
カ
イ
ン
、
Ｎ
に
つ
い
て
は
約
十
三
・
四
カ
イ
ン
と
な
る
。
ま
た
、
検
討
会
報
告
書
四
十

三
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
地
震
に
よ
る
神
戸
大
学
の
敷
地
に
お
け
る
最
大
加
速
度
振
幅
に
つ
い
て
は
、
最
大
加
速
度
振
幅
を
算

定
す
る
た
め
の
一
般
的
に
確
立
さ
れ
た
方
法
は
承
知
し
て
お
ら
ず
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

メ
ー
ト
ル
で
解
放
基
盤
表
面
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
明
で
あ
る
。 

五 

 



 

二
の
３
に
つ
い
て 

原
子
力
発
電
所
の
耐
震
安
全
性
の
評
価
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
る
地
震
と
敷
地
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、
耐
震
設
計
審
査

指
針
に
お
い
て
、
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
出
の
中
心
か
ら
敷
地
ま
で
の
距
離
で
表
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
地

震
に
よ
る
建
物
・
構
築
物
等
へ
の
影
響
の
評
価
に
当
た
っ
て
は
地
震
の
発
生
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
歪
み
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄

積
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
空
間
的
な
広
が
り
の
中
心
点
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
出
の
中
心
を
地
震
の
中
心
と
み
な
す
こ
と

が
適
切
で
あ
る
と
の
知
見
等
を
踏
ま
え
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
現
段
階
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
見
直
す

べ
き
新
た
な
知
見
等
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。 

福
島
・
田
中
式
を
用
い
て
原
子
力
発
電
所
の
耐
震
安
全
性
を
再
評
価
す
る
こ
と
は
、
同
式
が
堆
積
層
等
の
一
般
の
地
盤
上

に
お
け
る
地
震
動
の
実
測
結
果
に
基
づ
い
た
経
験
式
で
あ
り
、
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
重
要
な
建
物
・
構
築
物
が
岩
盤
に

支
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
適
切
で
は
な
い
。 

検
討
会
報
告
書
で
は
、
兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
る
地
震
動
の
特
徴
を
評
価
す
る
た
め
、
同
地
震
に
よ
る
各
地
点
に
お
け
る

地
震
動
の
最
大
加
速
度
振
幅
と
過
去
の
地
震
記
録
に
基
づ
い
た
経
験
式
で
あ
る
距
離
減
衰
式
（
以
下
「
福
島
・
田
中
式
」
と

い
う
。
）
と
の
比
較
等
を
行
っ
た
入
倉
孝
次
郎
氏
の
論
文
が
参
考
文
献
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

六 

 



 

原
子
力
発
電
所
の
耐
震
設
計
の
対
象
と
さ
れ
る
す
べ
て
の
施
設
、
機
器
の
固
有
周
期
は
い
く
ら
か
と
の
御
質
問
に
つ
い
て

は
、
固
有
周
期
が
施
設
等
の
性
能
を
表
す
重
要
な
情
報
で
あ
り
当
該
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
施
設
等
の
製
造
に
係

る
私
企
業
の
営
業
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
る
た
め
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

検
討
会
に
お
い
て
は
、
耐
震
設
計
審
査
指
針
に
お
け
る
地
震
動
の
評
価
方
法
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
た
め
、
同
指
針
に

従
っ
て
評
価
地
点
周
辺
で
想
定
さ
れ
る
地
震
に
よ
る
敷
地
の
解
放
基
盤
表
面
で
の
地
震
動
と
兵
庫
県
南
部
地
震
の
際
に
観
測

さ
れ
た
地
震
動
と
を
比
較
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
評
価
地
点
と
し
て
選
ば
れ
た
神
戸
大
学
の
敷
地

に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
最
大
の
地
震
で
あ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７ 

３
／
４
の
地
震
に
よ
る
解
放
基
盤
表
面
で
の
地
震
動
及

び
兵
庫
県
南
部
地
震
の
際
に
神
戸
大
学
で
観
測
さ
れ
た
地
震
動
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
が
検
討
会
報
告
書
の
第
五
―
五
図
に
記

載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
検
討
会
に
お
い
て
は
、
二
の
１
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
地
震
動
の
実
測
結

果
に
基
づ
い
た
経
験
式
で
あ
る
大
崎
の
方
法
を
兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
る
地
震
動
の
観
測
値
の
み
を
も
っ
て
評
価
す
る
こ
と

は
適
切
で
は
な
い
こ
と
等
か
ら
、
御
指
摘
の
評
価
は
行
っ
て
い
な
い
。 

ま
た
、
兵
庫
県
南
部
地
震
発
生
後
に
お
い
て
も
、
大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
（
大
崎
の
方
法
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
応
答
ス
ペ
ク
ト

ル
を
い
う
。
）
が
解
放
基
盤
表
面
に
お
け
る
実
際
の
地
震
動
を
過
小
評
価
す
る
と
の
知
見
等
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。 

七 

 



 

二
の
４
の
②
に
つ
い
て 

二
の
４
の
①
に
つ
い
て 

耐
震
設
計
審
査
指
針
に
お
い
て
は
、
設
計
用
最
強
地
震
又
は
設
計
用
限
界
地
震
に
よ
る
地
震
力
を
用
い
て
原
子
炉
施
設
の

耐
震
設
計
を
行
う
場
合
に
は
、
基
準
地
震
動
Ｓ
１
又
は
Ｓ
２
の
最
大
加
速
度
振
幅
の
二
分
の
一
の
値
を
鉛
直
震
度
と
し
て
求

め
た
鉛
直
地
震
力
を
設
計
用
最
強
地
震
又
は
設
計
用
限
界
地
震
に
よ
る
水
平
地
震
力
と
同
時
に
不
利
な
方
向
に
組
み
合
わ
せ

て
作
用
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
検
討
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
耐
震
設
計
審
査
指
針
に
お
け
る
鉛
直
地
震
力
の
考
え
方

に
つ
い
て
兵
庫
県
南
部
地
震
の
際
に
得
ら
れ
た
観
測
記
録
等
を
勘
案
し
つ
つ
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
同
地
震
に
よ
る
構
造
物 

検
討
会
で
は
、
上
下
方
向
と
水
平
方
向
の
地
震
動
が
施
設
に
作
用
す
る
場
合
、
一
般
に
上
下
方
向
と
水
平
方
向
の
地
震
動

の
最
大
加
速
度
の
生
起
時
刻
の
差
異
及
び
施
設
の
上
下
方
向
と
水
平
方
向
の
振
動
の
特
性
の
差
異
に
よ
り
施
設
の
上
下
方
向

と
水
平
方
向
の
最
大
応
答
の
生
起
時
刻
が
異
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
上
下
方
向
と
水
平
方
向
の
地
震
動
の
最
大
加
速
度
の
生

起
時
刻
の
差
異
に
関
し
て
検
討
す
る
た
め
、
地
震
動
の
加
速
度
の
時
刻
歴
波
形
（
地
震
動
の
加
速
度
の
時
間
的
な
変
化
の
記

録
を
い
う
。
）
の
得
ら
れ
て
い
る
地
点
を
対
象
と
し
て
水
平
方
向
の
最
大
加
速
度
の
生
起
時
刻
に
お
け
る
水
平
方
向
に
対
す

る
上
下
方
向
の
加
速
度
振
幅
の
比
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

八 

 



 

二
の
５
の
②
及
び
③
に
つ
い
て 

二
の
５
の
①
に
つ
い
て 

二
の
４
の
③
に
つ
い
て 

上
下
動
を
用
い
た
動
的
解
析
は
、
地
震
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
建
物
・
構
築
物
の
被
害
の
主
た
る
原
因
は
上
下
動
で
は

な
く
水
平
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
現
在
、
耐
震
設
計
審
査
指
針
に
は
導
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
少
な
く

と
も
現
段
階
に
お
い
て
は
、
上
下
動
を
用
い
た
動
的
解
析
を
同
指
針
に
導
入
す
べ
き
新
た
な
知
見
等
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。 

「
工
学
的
判
断
」
、
「
工
学
的
見
地
」
と
は
、
原
子
力
発
電
所
等
の
耐
震
設
計
に
必
要
な
土
質
力
学
、
建
築
構
造
学
、
土

木
工
学
そ
の
他
の
建
設
工
学
、
材
料
力
学
、
弾
性
学
そ
の
他
の
機
械
工
学
等
の
工
学
分
野
の
知
見
に
基
づ
く
判
断
又
は
見
地

の
こ
と
で
あ
る
。 

の
被
害
の
主
た
る
原
因
は
大
き
な
水
平
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
原
子
炉
施
設
が
上
下
方
向
に
特
に
剛
性
の
高
い
構

造
で
あ
る
こ
と
、
上
下
動
と
水
平
動
の
最
大
値
の
生
起
時
刻
に
差
異
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
そ
の
妥
当
性
は
兵
庫
県
南
部
地

震
に
照
ら
し
て
も
損
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

耐
震
設
計
審
査
指
針
に
お
け
る
基
準
地
震
動
Ｓ
１
又
は
Ｓ
２
の
策
定
の
際
に
考
慮
す
る
活
断
層
の
評
価
方
法
は
、
地
質
時 

九 

 



 

二
の
６
に
つ
い
て 

代
的
に
見
て
最
近
ま
で
繰
り
返
し
活
動
し
て
い
た
断
層
は
将
来
も
活
動
し
て
地
震
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
繰

り
返
し
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
断
層
の
調
査
結
果
か
ら
繰
返
し
期
間
の
大
半
は
約
一
万
年
以
内
、
こ
れ
よ
り
長

い
も
の
で
も
約
五
万
年
以
内
に
収
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
一
般
に
活
動
度
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
繰
返
し
期
間
が
短
い
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
等
の
地
震
学
、
地
質
学
等
の
知
見
を
工
学
的
に
判
断
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
活
断
層
研

究
」
第
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
一
九
八
八
年
深
溝

ふ
こ
う
ず

断
層
（
西
深
溝

ふ
こ
う
ず

地
区
）
ト
レ
ン
チ
調
査
」
及
び
同
誌
第
十
三
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
陸
上
活
断
層
の
最
新
活
動
期
の
表
」
を
含
む
既
往
の
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
も
、
少
な
く
と
も
現

段
階
に
お
い
て
は
、
同
指
針
に
お
け
る
活
断
層
の
評
価
方
法
を
見
直
す
べ
き
新
た
な
知
見
等
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。 

原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
原
子
炉
の
設
置
許
可
及
び
設
置
変
更
許
可
に
係
る
審
査
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
活
断
層
を
分
断

し
て
個
別
に
評
価
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
地
質
及
び
地
盤
に
関
す
る
文
献
調
査
、
現
地
調
査
等
に
基
づ
き

活
断
層
の
連
続
性
等
に
つ
い
て
慎
重
に
評
価
を
行
っ
て
い
る
。 

な
お
、
兵
庫
県
南
部
地
震
の
際
に
活
動
し
た
六
甲
・
淡
路
断
層
帯
に
つ
い
て
は
、
個
々
に
断
層
名
が
命
名
さ
れ
た
複
数
の

活
断
層
が
連
続
又
は
極
め
て
近
接
し
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
活
断
層
は
地
質
及
び
地
形
か
ら
連
続
性
が
認
め
ら 

一
〇 

 



 

三
の
２
の
①
に
つ
い
て 

三
の
１
に
つ
い
て 

れ
る
六
甲
山
地
か
ら
淡
路
島
北
部
の
山
地
に
か
け
て
分
布
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
活
断
層
の
変
位
の
主
成
分
は
六
甲
山
地
側

及
び
淡
路
島
側
で
と
も
に
右
横
ず
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
続
す
る
活
断
層
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

東
京
電
力
株
式
会
社
は
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
係
る
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
原
子
炉
の
設
置
変
更
許
可
申
請

に
際
し
て
、
過
去
の
地
震
の
生
起
状
況
か
ら
日
本
海
海
域
、
長
野
盆
地
周
辺
並
び
に
高
田
直
江
津
付
近
及
び
信
濃
川
下
流
域

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
起
こ
り
得
る
地
震
の
限
界
的
な
規
模
を
地
震
地
体
構
造
に
基
づ
き
、
そ
の
起
こ
り
得
る
場

所
を
活
断
層
と
の
関
連
で
想
定
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
地
震
地
体
構
造
に
基
づ
き
日
本
海
海
域
に
つ
い
て
は
佐
渡
島
北

方
断
層
の
位
置
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７ 
３
／
４
ク
ラ
ス
の
地
震
で
あ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
七
の
地
震
を
想
定
し
、
長

野
盆
地
周
辺
に
つ
い
て
は
長
野
県
北
部
の
断
層
群
の
位
置
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
五
の
地
震
を
想
定
し
、
高
田
直
江
津
付

近
及
び
信
濃
川
下
流
域
に
つ
い
て
は
気
比
ノ
宮
断
層
の
位
置
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
の
地
震
を
想
定
し
て
い
る
。 

政
府
は
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
係
る
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
原
子
炉
の
設
置
許
可
及
び
設
置
変
更
許
可
に
係

る
審
査
に
際
し
て
、
原
子
炉
施
設
の
設
置
位
置
付
近
に
お
い
て
存
在
が
確
認
さ
れ
た
断
層
に
つ
い
て
は
、
安
田
層
の
上
部
層 

一
一 

 



 

 

一
二 

に
変
位
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
安
田
層
堆
積
終
了
以
降
、
す
な
わ
ち
約
十
二
万
年
前
以
降
活
動
し
て
お

ら
ず
安
全
上
支
障
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。 

三
の
２
の
②
、
③
、
④
及
び
⑤
に
つ
い
て 

安
田
層
中
か
ら
広
域
火
山
灰
の
御
岳
Ｐ
ｍ
―
１
が
発
見
さ
れ
た
事
実
等
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
御
質
問
に
つ

い
て
は
、
発
見
さ
れ
た
御
岳
Ｐ
ｍ
―
１
の
火
山
灰
に
係
る
試
料
の
採
取
位
置
等
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
答
弁

を
差
し
控
え
た
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
試
料
の
採
取
位
置
等
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
こ
と
等
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
当
該
火

山
灰
に
関
し
て
何
ら
か
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

三
の
３
に
つ
い
て 

政
府
は
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
係
る
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
原
子
炉
の
設
置
変
更
許
可
に
係
る
審
査
に
際
し

て
、
敷
地
周
辺
に
有
史
以
来
に
発
生
し
た
過
去
の
地
震
や
活
断
層
な
ど
の
調
査
に
基
づ
き
耐
震
設
計
上
考
慮
す
べ
き
地
震
が

想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


